

















































超伝導パリテイの関係について述べる [JPSJ74，(2005) 1245}0つぎに、発見より 20年来、試料の質
のために実験結果が混沌としていたUBe13について述べる。この物質は、最近、原研・芳賀等に
よって良質な単結晶試料が作成され、 Be-NMRによる研究が進行中であり、超伝導状態、 350mK
までの温度範囲でナイトシフトは減少しないことがわかった。また、この物質で観測された超伝導
と非フエルミ流体的振る舞いとの関係についても述べたい。つぎに、最近発見されたPrOs4Sb12
について述べる。 Sb-NMRより、奇パリティの可能性が強いと考えている。さらに Sb-NQRより
多極子自由度を観測することができた[JPSJ74，(2005)inpressJo実験結果をもとに多極子自由度
と超伝導の関係について述べたい。
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